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１．はじめに

 全環研 酸性雨調査研究部会は，平成15年度より，3カ年計画で第4次酸性雨全国調査を実施している。

『全国酸性雨調査（44） ～第4次調査第1年次 湿性沈着 （その１）～』で，その概要を報告した。ここでは，

①排出量区分別の傾向，②ΣN，Heff及びAiの沈着量，③伊自良湖周辺における湿性沈着量，④三宅島噴

火による影響，について知見が得られたので報告する。 
 

図-1  関東地方における排出量区分
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図-２  伊自良湖及びその周辺地

点におけるH+及びNO3
- 沈着量

２．調査結果

【排出量区分別の傾向】  

調査地点周辺半径 20km相当のSO2及びNOx排出量を基に， 排出

量区分をL,M,Sに分類した。関東地方における排出量区分別の

nss-SO4
2-及びNO3

- 濃度を図-1 に示す。nss-SO4
2-はL及びM地点で

差はみられなかった。一方，NO3
- では，周辺排出量の少ないM地点

（北関東地方）のほうが，排出量の多いL地点（大都市圏）よりも，高濃

度で推移する傾向がみられた。この傾向は，関東地方以外では明確

でなかった。 

【ΣN，Heff 及び Ai の沈着量】 

ΣN，Heff 及び Ai の沈着量は，北陸地方の M 地点，及び伊自良湖

で多い傾向がみられた。同地点における森林や湖沼への影響が懸念

され，今後注視していく必要があると考えられる。 

【伊自良湖周辺における湿性沈着量】 

酸性雨対策総合取りまとめ報告書*)において，伊自良湖等への流入

河川や周辺土壌において，pHの低下等酸性雨の影響が疑われる理

化学性の変化が認められたと報告されている。 

今回の調査でも，伊自良湖では，H+，ΣN，Heff及びAiの沈着量が

多く，酸性沈着による影響が懸念された。nss-SO4
2-，NO3

-及びNH4
+の

濃度変動は東海地方都市部の挙動に類似しており，沈着量は伊自良

湖で多い傾向がみられた。しかし，nss-Ca2+沈着量は，東海地方都市

部に比較して，少なかった。これらのバランスにより，H+沈着量が大き

い傾向を示したと考えられた。（図-２：紙面の都合上，H+及びNO3
-の

み掲載） 

【三宅島噴火による影響】 

三宅島の噴火による影響を考察した結果，nss-SO4
2-沈着量，及び

nss-SO4
2-/NO3

-比から，H15 年度における三宅島噴火の影響は少な

かったと考えられた。しかしながら，三宅島の噴火は継続中であり，今

後も注視していく必要があると思われる。 
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